
２どがなかな大田市です鎧 ２００７．６

　
石
見
銀
山
遺
跡
の
中
心
地
、
大
森
町
に
あ
る
五
百
羅
漢
。

銀
山
で
亡
く
な
っ
た
人
々
や
先
祖
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
、

　
世
紀
の
半
ば
に
　
年
の
歳
月
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
も
の

１８

２５

で
す
。

　
安
置
さ
れ
て
い
る
５
０
１
体
の
石
像
の
全
て
が
、
福
光
石

で
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
心
と
な
っ
た
石
工
は
 坪
内
  平
七
 。

つ
ぼ
う
ち
 へ
い
し
ち

そ
の
伝
統
は
今
日
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

福
光
石
の
ぬ
く
も
り

も
う
一
つ
の
石
見
銀
山

遥
か
 い
に
し
え
よ
り
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
福
光
石
。
そ
の
秘
め
た
魅
力
と
新
た
な
可
能
性
を
今
に
問
う

（温
泉
津
町
福
光
）



３ どがなかな大田市です鎧 ２００７．６

 
福
光
石
の
は
じ
ま
り

　
福
光
石
の
採
石
が
本
格
的
に

始
め
ら
れ
た
の
は
、
室
町
時
代
。

と
き
の
福
光
城
主
、 吉
川
  経
安
 

き
っ
か
わ
 つ
ね
や
す

が
、
地
場
産
業
振
興
の
た
め
、

大
阪
か
ら
石
工
「
 坪
内
  弥
  惣
 

つ
ぼ
う
ち
 
よ
 
そ

 兵
衛
 」
を
招
い
て
始
め
た
と
さ

べ
え

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
福
光
石
は
、

石
仏
・
鳥
居
・
灯
籠
・
水
鉢
・

墓
石
か
ら
、
石
臼
・
流
し
台
な

ど
の
日
用
生
活
品
、
建
物
の
地

伏
石
、
石
畳
、
道
標
な
ど
に
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
石
見
地

方
を
中
心
に
、
広
範
囲
で
使
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
に
機
械
掘
り
が
始

４８

ま
る
と
、
商
圏
が
拡
大
し
、
関

東
、
北
陸
、
関
西
に
ま
で
出
荷

を
す
る
よ
う
な
り
、
福
光
石
の

採
石
量
は
、
こ
の
頃
最
盛
期
を

迎
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
バ
ブ
ル
景
気
の
崩

壊
後
、
石
材
市
場
は
安
価
な
外

国
産
の
石
材
が
と
っ
て
か
わ
り
、

福
光
石
の
受
注
量
は
減
少
し
ま

し
た
。

 
福
光
石
の
特
徴

　
福
光
石
は
淡
い
青
緑
色
で
、

落
ち
着
き
の
あ
る
独
特
の
風
合

い
に
、
や
さ
し
さ
や
暖
か
み
を

覚
え
ま
す
。　

　
ま
た
、
凝
灰
 岩
 （
軟
石
）
の

※
注

一
種
で
、
加
工
し
や
す
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
特
性
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
兼
ね
備
え
た
建
材
と
し
て
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
（
下
表

参
照
）。

 
石
切
り
場

　
４
５
０
年
間
採
掘

が
続
け
ら
れ
る
石
切

り
場
を
訪
ね
る
と
、
入

り
口
で
は
山
頂
か
ら

手
掘
り
で
採
石
を
始

め
、
下
へ
下
へ
と
掘
り

進
ん
だ
階
段
状
の
採

掘
跡
と
、
鮮
や
か
に
残

る
ノ
ミ
の
跡
に
、
迎
え

ら
れ
ま
す
（
写
真
右
）。

　
中
に
入
る
と
、
機
械

掘
り
の
部
分
が
広
が

り
、
整
然
と
切
り
出
さ

れ
た
跡
は
、
巨
大
な
石
造
建
物

の
内
部
に
居
る
よ
う
な
錯
覚
を

覚
え
る
ほ
ど
で
す
。
プ
ー
ル
ほ

ど
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
な

縦
坑
は
、　

メ
ー
ト
ル
の
深
さ

３０

ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
、
そ
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
ケ
ー
ル
に
圧

倒
さ
れ
ま
す
。

　
内
部
は
、
１
年
を
通
じ
て
温

度
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
か
つ
て
は
食
品
の
貯
蔵
庫

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
数
年
前
に
は
、
優
れ
た

音
響
効
果
を
利
用
し
て
、
地
元

有
志
に
よ
り
「
オ
カ
リ
ナ
」
の

演
奏
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
石

切
り
場
そ
の
も
の

が
、
地
域
と
深
い
係

わ
り
を
持
ち
、
生
活

文
化
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
や
、
外

国
産
の
石
材
が
多
用
さ
れ
て
い

る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
自
然
素

材
に
こ
だ
わ
る
人
も
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
家
を
建
て
よ
う
と

お
考
え
の
皆
さ
ん
、
建
設
業
に

携
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
！
ふ
る

さ
と
大
田
市
が
誇
る
地
下
資
源

「
福
光
石
」
を
、
石
材
と
し
て

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た

の
感
性
に
見
合
う
何
か
が
き
っ

と
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

主 な 特 徴

水にぬれてもすべりにくく、柔らかい感触は、浴室の床や、プールサイドなどに適し

ています。滑って転倒するなどの危険性が低くなります。
吸水効果

足音などが反響しにくいため、静寂の求められる美術館や図書館などの床に使用され

ています。
吸音効果

温泉津温泉では、古くから温泉の浴槽に福光石を使用してきました。温泉の温度でも

遠赤外線効果が得られ、体の芯から温まります。
遠赤外線効果

調湿効果、消臭効果も高く、内壁材としても優れた自然素材であるといえます。調湿効果・消臭効果

問い合わせ：㈲ 坪内石材店（温泉津町福光）　℡ 0855-65-2194／ http://www.izumo-net.ne.jp/~fukumitsuishi/
煙

煙

煙

煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙

煙
煙
煙
煙
煙
煙

石切り場は事前に連絡をすれば見学することもできます

※
注
　
凝
灰
岩
＝
山
か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
が
、
水
中
に
堆
積
し
て
で
き
た
岩
石


